
論文審査の結果の要旨 

 

 う蝕は、宿主因子、基質因子、細菌因子の３つの因子が関与する多因性の生活習慣病の

一つであり、その直接の原因は、ミュータンスレンサ球菌（群）が持つ glucosyltransferase

によるスクロースからのグルコースの遊離、グルカン生成により引き起こされる歯垢の形

成および口腔内細菌による糖質からの酸発酵である。本論文では、グルカン生成に関与す

る glucosyltransferaseを阻害する植物成分のう蝕誘発抑制効果を検討したものである。 

 桑葉エキス末およびサラシアエキス末は、in vitroにおいて糖質の発酵による pH低下を抑

制しなかったが、う蝕菌由来の glucosyltransferase によるグルカン生成を阻害し、スクロー

ス依存性菌体付着能を抑制した。すなわち、これらの植物成分はプラ－ク形成を抑制する

ことによりう蝕誘発を阻害あるいは抑制する可能性が示唆された。しかしながら、高スク

ロース食に桑葉エキス末あるいはサラシアエキス末を添加した飼料で飼育したラットの実

験では、コントロールと比較していずれも重度のう蝕が発症した。このような in vitroと in 

vivo の実験結果の違いは、植物成分による下痢に起因する生体防御能の低下や、口腔内の

スクロース滞留時間の延長によるpH低下持続時間の増加などが関与していると考えられた。 

 以上の結果より、桑葉エキス末およびサラシアエキス末の in vitroにおけるう蝕誘発抑制

作用が明らかになったが、in vivo における効果を検証するためには、多因子が関与するう

蝕発生機序を考慮し、さらに複合的な検討が必要であるとおもわれた。 

 

 以上、本論文は、う蝕誘発抑制に対する桑葉エキス末およびサラシアエキス末の作用機

序を検討した論文である。健康寿命の延長に大きく関与するう蝕の予防法の確立に貢献で

きる重要な知見であるとおもわれ、食品栄養学の学術分野におおいに寄与する業績である

ことを認める。以上より、本研究は博士の学位（栄養学）の授与に値するものと考える。 

 


